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3３ 

文章完成法による青年期心性についての考察

岡田勢・＊永井撤

る。吉田（1991）は青年期には児童期に直接に表出

していた情緒反応が表出を抑圧されるため，’情緒体

験が「疾風怒濤」などといわれるような激しいもの

となり，むなしさ寂しさ不機嫌無愛想といった「気
分」の形であらわれやすいとしている。

こうした不安定な状態においては青年は友人関係

において深いⅢ情緒的関係を持つことで安定化をはか

ろうとすると考えられている。Ｂｌｏｓ（1962）は，青

年期前期（中学生時期にほぼ相当する）における両

親からの心理的離乳に伴う不安感への防衛機制とし

て，友人との親密な関わりをもっとしている。ここ

での関係は相手を自己の延長のような捉え型をした

もので，Blosはこれを「自己愛型対象選択」と呼ん

でいる。こうした友人関係は個人が自分で十分納

得．満足して受容できる行動規範（自我理想）を獲

得するにつれて見られなくなるとされている。SuL

livan(1953）も青年期における友人との親密な関係

を重視している。Sullivanによれば前青年期に特に

特徴的に見られる，同性同年代友人との親密な関係

は，それまでの個人の生育史における葛藤や精神的

歪みをも修正する機能（修正感情体験）を持ち，逆

にそうした関係を体験できなかった場合，将来的に

重篤な精神病理をもつ可能性があるとも述べてい

る。岩永（1991）は青年期の友人関係の特質として

異性愛と同性間での親密さに類似したものがしばし

ば見られ，パーソナリティやアイデンティティ形成

に両親以上に影響を与えるような緊密な結合が見ら

れるという。安藤（1966）は青年期における準拠集

団について検討し，多くの青年が中学生から高校生

にかけて親友への準拠と同一視の比重を高め父母家

族への準拠を低下させていくことを見いだしてい

る。岡田（1984）においても中学生において友人を

依存対象とする者の方が母親を依存対象として選択

する者に比べ肯定的な自己像をもつことが見いださ

れている。

青年期は第２の誕生などとも形容されるように，

社会的身体的成熟や認知的能力の完成に伴って，児

童期までの自己認知や対人関係が大きく変化を蒙る

時期であるとされている。青年期には様々な病理的

状態や情緒的不安定が現われることも多く，青年期

危機という用語が用いられてきた。しかしこの用語

については人生周期の中での青年期という転換点と

いう意味で用いる立場（Erikson,1959；清水･藤頼，

1976など）と，青年期特有の精神疾患を意味する立

場（村瀬1984など）の間で用語上の混乱が見られて

きた。長尾（1989）は両者の立場を統合して，青年

期における自我発達上の課題に直面した際に生じる

心理的葛藤が，個人のおかれた状況や自我の強さに

よっては不適応状態や精神疾患に陥りやすいものと

述べ，これを「自我発達上の危機」と呼んだ。永井・

岡田（1989）は中学生から大学生にかけての対人恐

'怖的心性の変化について調査を行い，年代が上昇す

るにつれて対人恐`怖的傾向が強くなること，対人恐

'怖的傾向への自覚が自我同一性確立のための試行錯

誤として意味のあることを見いだした。このことか

ら，一般健常青年においても病理的傾向が特徴的に

見られること，またこうした傾向は否定的側面のみ

ならず自我同一性確立といった肯定的側面に寄与し

うるものであることが示唆されている。こうした変

化に対応して自己概念や他者概念にも変化が見られ

る。Rosenberg(1986)によれば児童期から青年期へ

の経過の中で，自己記述の内容が社会的外的内容か

ら心理的内的内容へと変化するという。すなわち身

体的可視的なことから，思考感情願望など個人的不

可視的内容へと変化するのである。また対人関係に

おいても外的理由によるつながりから感'情や評価に

基づく関係が重きをおくようになるといわれてい
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しかし一方でこうした深い緊密な友人関係が現代

の青年には見られにくくなっているという意見もあ

る。千石（1991）や栗原（1989）は現代青年の対友

人関係について，互いに傷つかないために，相手の

プライバシーには踏み込まず，表面的なやさしさだ

けで友人関係を結ぼうとしていると述べている。こ

うした関係は自己開示の低い人格的影響を及ぼさな

い関係と考えることができ，従来の青年期の友人関

係での記述と異なっている。こうした傾向の中では

従来のような青年期危機状態での不安定さや一時的

な病理状態も現れにくくなっているとも考えられ

る。

個人の精神的健康さの指標としては自己評価がし

ばしば用いられてきた。藤原（1981）は，自尊感情

ないし自己評価が高い人について“内的安定度が高

く柔軟性に富み，自己をよく受容し，対人関係にお

いても不安緊張が低く，とらわれを持つことな

く他者を受容し自発'性があり積極的で自己を自由に

表現得る，いわゆる「十分に機能する人間」（P86)”

と記し，自己評価の高さが個人の心理的健康度の指

標となることを示唆している。井上（1981）；藤原

（1981）は自尊感情が自我同一性形成に寄与するこ

とを示唆しているが，両者別個の議論にとどまり，

２つの直接的な関連については言及されていない。

Rogers＆Dymond（1954）は現実自己像と理想自己

像の隔たりが小さいことが精神的健康の指標となる

ことを指摘しているが，自己評価に関する伝統的な

視点では現実自己と理想自己の差が小さいほど自己

評価は高い（Harter，1983）とされおり，自己評価

が健康度の指標として有効であるといえる。病理的

傾向との関連では，岡田・永井（1990）は中学生と

大学生で自己評価と対人恐`怖的傾向に間に負の相関

関係を見出している。

青年理解の方法としては，構成的な評定尺度によ

る測定にはいくつかの批判があった。西平（1983）

は，操作的定義による数量的測定によっては多くの

青年期の課題として記述されていることが実証困難

であるとしている。Loevingerは，評定尺度法によ

る測定は研究者の枠組みを反映するのみであり,被験

者の自由な枠組みを反映しえないとして（Loevin‐

ger＆Wessler,１９７０；佐々木,1980)，実際の被験者

の自我の状態を知るための質的な測定手段として文

章完成法を提唱している（渡部，1990)。Loevinger

は独自の評定マニュアルによって個人の自我発達程

度を測る方法を開発している。

以上のことから本研究では自己評価の高い青年

と，反対に低い青年について文章完成法検査（以下

SCTと記す）において記述された反応をもとに，青

年期における対人及び対自己．,情緒状態についての

検討を行う。但し多くの青年期理論が男子青年の発

達をもとに構想され，女子青年の発達については未

だ十分批判に耐えるものがない現状を考慮し，今回

は男子青年のみを考察の対象とする｡ＳＣＴについて

はLoevingerの自我発達評定マニュアルの日本版

（佐々木，１９８１；渡部・山本，1989など）も開発さ

れているが，いずれも女子青年用として開発された

ものであり，また本研究では自我発達よりもむしろ

対人関係や情緒状態などを中心とした検討を行うた

め，改めて反応についての内容分析の上カテゴリ分

類を行うものとする。更に一般青年における対人恐

怖的傾向及び自我同一性確立の度合とＳＣＴとの関

連も併せて検討する。尚，自己評価及び自我同一性

と対人恐怖的心性の関連については永井・岡田

（1989）；岡田･永井（1990）においてすでに議論さ

れているため，本研究ではこの部分についての検討

は行わない

方法

尺度①自己評価尺度Rosenberg（1965）の邦訳

版（山本・松井・山成，1982）１０項目を用いる。本

尺度は個人のもつ全体的な自己評価の度合を測定す

るものとされており，より得点の高い者ほど自分自

身を高く評価しているものと考えられる。山本他

（1982）及び岡田（1987）において尺度の単一因子

`性及び信頼性・妥当性が確認されている。本研究で

は０（全くあてはまらない）－６（非常にあてはま

る）の７件法によったため理論上とりうる得点範囲
は０－７０点となる。

②精研式文章完成法より,｢心をうちあけるのは｣｢私

の気分は」「私はよく人から」「もし生まれかわるな

ら」「できることなら｣の５項目を用いる。これらは

対人関係での重要な他者，自己の気分情緒状態，客

観的な自己記述，願望に関する項目（２項目）といっ

た内容を想定したものであり青年期における重要な発

達的特徴を反映すべく設定された。しかし文章完成

法といった方法が自由記述に近い反応を求めてい

ることもあり，調査者が期待した反応内容が得られ

ない場合もありうる。

③対人恐`怖的心性に関する尺度永井（1987）にお

いて作成された対人関係尺度42項目。本尺度は一般

健常者での対人恐怖的傾向を測定する尺度で，因子
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Ⅱ関係的自己意識

自分のことが皆に知られているような感じがして思うよ
うに振る舞えない．

他人に対して申し訳ない気持ちが強い．

人と会うときに自分の顔付きや目付きがその人に悪い影
響を与えるのではないかと不安になることがある．

クラスや近所の人に，自分がどのように思われているの
か気になる．

友達が自分を避けているような気がする．

自分のことが他人に知られるのではないかとよく気にす
る．

人と会うとき自分の顔付きが気になる．

人と話していて自分のせいで座がしらけたように感ずる
ことがある．

相手にイヤな感じを与えるような気がして相手の顔をう
かがってしまう．

自分が人にどう見られているかくよくよ考えてしまう．

自分の弱点や欠点を他人に知られるのがこわい．

人の笑い声を聞くと自分の事が笑われているように思

う．

他人が自分をどのように』思っているのかとても不安に
なってしまう．

自分が相手の人にイヤな感じを与えているように思って
しまう．

的妥当性が永井（1987)，永井･岡田（1987）により

確認されている。以下の14項目ずつ３つの下位尺度

を持つ。Ｉ「対人状況における行動の諸特徴」は集

団への溶けこめなさや他者に対する気恥ずかしさに

ついての項目からなる。１１「関係的自己意識」では

他者からの視線などに対する不安に関する項目から

なる。ＩⅡ「内省的自己意識」は自分自身の劣等感や

集中力の無さなどについての項目からなる。いずれ

もより得点の高い場合ほど対人恐怖的傾向が高いと

考えられている。本研究では０（全くあてはまらな

い)－６（非常にあてはまる）の７件法によったため

理論上とりうる得点範囲は各下位尺度ごと０－８４点

である。

④自我同一性の確立に関する尺度Erikson（1959）

は個人の自分自身への社会的・個人的な定義づけと

して自我同一性の概念を提唱し，特に青年期におい

て同一性確立のための葛藤が大きくなるとしてい

る。こうした自我同一性の確立の度合を測定するた

めの尺度として，Dignan（1965）のEgoidenity

scaleより１４項目を抜粋した邦訳版（大原・渡辺･永

井・中村・小川・西)||・梅沢・福島，1980）を用い

る。より得点の高い者ほど自我同一性の確立の度合

が高いものと考えられる。他の尺度同様の７件法に

よっており，理論上とりうる得点の範囲は０－８４点

である。

調査対象神奈川県にある４年制国立大学ｌ年次学生

男子211名授業時間内に一斉施行

調査時期1987年３月

Ⅲ内省的自己意識

気持ちが安定していない句

何をやるにも集中できない．

みじめな思いをすることが多い．

すぐ自分だけが取り残されているような気分になる．

ものごとに熱中できない．

他人のことがよく思えて自分がみじめになる．

不安が強い．

気分が沈んでしまってやりきれなくなるときがある．

根気がなく何事も長続きしない．

いつも何かについてくよくよ考えてしまう．

気持ちの動揺が激しい．

ひとつのことに集中できない．

すぐ気持ちがくじける．

何をするにも自信がない．

Tablel対人関係尺度の項目

Ｉ対人状況における行動の諸特徴

人が大勢いるとうまく会話の中に入ってけない．

人がたくさんいるところでは気恥ずかしくて話せない．

対人関係がぎこちない．

グループで付き合うのが苦手である．

大勢の中で向い合って話すのが苦手である．

仲間の中にとけこめない．

人と目が合わせられない．

グループの雰囲気になじめず違和感を感じてしまう．
人との交際が苦手である．

集団の中にとけこめない．

人前に出るとオドオドしてしまう．

多人数の雰囲気になかなか溶けこめない．

人と話をするとき目をどこへ持っていって良いか分から
ない．

人と自然に付き合えない．

結果

１．自己評価とＳＣＴの関連

自己評価尺度10項目をケースごとに合計し，自己評

価得点とした（平均33.29,標準偏差9.60)。この得

点の第１四分位数(28.25）より下の者を低自己評価

群（53名)，第３四分位数（40.14）より上の者を高

自己評価群（42名）として選択し，ＳＣＴ分析対象と

した｡ＳＣＴの各質問に対する反応を各群について分

類集計した結果Table２～６に示す。
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Table２自己評価の上下からみた

ＳＣＴ反応の集計（人数）

「心をうちあけられるのは」

自己
友人いないその他無答自分

評価

Table６自己評価の上下からみた

ＳＣＴ反応の集計（人数）

「できることなら」

皇居行動無答その他 自己
改良

なり
たい

上
下
計

１
５
６
 

４
４
８
 

１
１
 

９
９
８
 
１
 

２
９
１
 
１
 

2６ 

１６ 

４２ 

上
下
計
主

ヨ
尭
口

１５４９６８ 

１１２１１３１０７ 

２６２５２２１６１５ 

カテゴリは高低両群の合計の頻度の高い順に表示してある

Ｘ２＝１０．５１Ｐ＜、１
x2＝13.971（両側Ｐ＝0.014）

(1)「心うちあけるのは」の項目については打ち明け

る対象について分類について分類を行った。その結

果「友人・親友」「相手なし・自分自身」「その他」

及び無回答に分類された。自己評価の上下×カテゴ

リ間で人数の比較の結果全体でｒ２＝13.97（P＜、

０５)，多重比較（Ryan法による一対比較）の結果友

人・親友と回答した者といないと回答した者の間で

Ｐ＜0.5で有意な差（妬2＝6.43）が見られた。

(2)「私の気分は」については，「悪い．不安定」反応，

「よい.安定している」反応，「分からない」とする

反応，その他及び無回答に分類された。自己評価の

上下×カテゴリ間で全体で苑2＝15.59(p＜､01)の差

が見られ，多重比較の結果，安定している又は「よ

い」と「不安定.悪い」（x2＝1452,Ｐ＜､05）につい

て有意な差が見られた。

(3)「私はよく人から」については，反応の内容から

「まじめといわれる」といった他者からみた自己記

述の反応，「からかわれる」といった他者からの働き

かけに関する反応，「××に|こている.背が高いとい

われる」といった外見的な記述，「何も言われない」

及び無回答のカテゴリに分類された。自己評価の上

下×カテゴリでの比率には有意な差は見られなかっ

た(妬2＝7.76)。群を合同したカテゴリ間での差にお

いては全体でｘ２＝52.42(p＜､０１)で有意な差が見ら

れ，多重比較の結果「他者からの評価」が他のカテ

ゴリすべてに対して有意に多く（対他者の働きかけ

x2＝9.92,対無回答几2＝9.92,対外見的特徴妬2＝

21.47,対何も言われないx2＝38.35いずれもｐ＜、

05)，また「何も言われない」はこの他「他者からの

働きかけ」（〃2＝1473,Ｐ＜,０５)，「無回答」（妬2＝

13.76,ｐ＜､05）に比べて有意に小さかった。

(4)「もし生まれ変わるなら」については「人間がよ

い.また自分がよい.今のままがよい．男性がよい」

といった現状肯定的反応，「女性(異性)になりたい」

といった性同一性における拒否,「もっと強くなりた

Table３自己評価の上下からみた

ＳＣＴ反応の集計（人数）

「私の気分は」

皇居秦安差婁是その他無答蓼か伝

上
下
計

1１ 

２９ 

４０ 

２
８
０
 

２
３
 

４
７
１
 
１
 

３
６
９
 

２
３
５
 

兀2＝15.587（両側ｐ＝0008）

Table４自己評価の上下からみた

ＳＣＴ反応の集計（人数）

「私はよく人から」

鼻扁鶴満騰Ｆ１無答繍，

れ
。

計如

上
下
計

４
０
４
 

２
２
４
 

９
１
０
 

１
２
 

４
５
９
 

１
１
 

５
５
０
 

１
 

０
２
２
 

x2＝７．７６ｎｓ 

Table５自己評価の上下からみた

ＳＣＴ反応の集計（人数）

「もし生まれ変わるなら」

自己

譽菫その他鬚蝋無答厄告誓Ｅ評価

上
下
計

2２ 

１４ 

３６ 

５
２
７
 

１
１
 

1０ 

１２ 

２２ 

３
９
２
 

１
 

２
２
４
 

妬2＝７．３５，ｓ
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係的自己意識」では自己評価上下の主効果について

のみ有意(Ｆ＝69.32,Ｐ＜,０１）となった。「内省的自

己意識｣についは対象別(Ｆ＝2.91,Ｐ＜､０１)及び自

己評価の上下（Ｆ＝77.59,Ｐ＜､01）の各主効果で有

意となった。対象についての多重比較の結果，「友

人.親友」よりも「いない.自分」がＦ＝2.38（P＜、

1）で傾向として高い値を示すことが分かった。

い･金持ちになりたい」など今とは違う特'性や環境

を希求する反応，及びその他の反応，無回答に分類

された。自己評価の上下×カテゴリでの比率には有

意な差は見られず(x2＝7.35)，群を合同した形での

カテゴリ間では全体で苑2＝31.47(Ｐ＜､０１）と違いが

見られ，多重比較の結果，現状肯定と無回答の間

（"2＝12.00,Ｐ＜、０５），同一性否定との間で

は現状肯定（妬2＝25.60,Ｐ＜､05)，その他（妬2＝

12.46,Ｐ＜､05)，異なる特性や環境希求（jr2＝

8.05,Ｐ＜､０５）の間で有意な差が見られた。

(5)「できることなら」項目について「外国へ行きた

い」など「行動上の希望」の反応，「しっかりした人

間になりたい」など「自己改良」を希求する反応，

｢金持ちになりたい」など「何かになりたい」といっ

た反応及びその他，無回答に分類された。本項目に

ついては自己評価の上下×カテゴリでの比率（苑2＝

1051）についてもカテゴリ間での頻度(妬2＝4.94）

についても有意な差は見られなかった。

３．自我同一性とＳＣＴとの関係

対人関係尺度同様，自己評価の自己評価×「心をう

ちあけられるのは」の反応によって平均値を求め

（Table７）分散分析を行った。その結果対象の主

効果でＦ＝2.99(p＜,05)，自己評価の主効果でＦ＝

39.177（P＜,０１）が得られた。このことから自己評

価の高い者ほど自我同一性得点が高いことが分かっ

た。また対象の要因についてはScheffe法による多

重比較の結果「友人･親友」の方が「いない．自分」

に比べ有意に高い値(Ｆ＝2.95,ｐ＜､05）となること

が見いだされた。

２．対人関係尺度とＳＣＴとの関係

ＳＣＴの「心をうちあけられるのは」で記述された

対象×自己評価の上下それぞれについて，対人関係

尺度の各下位尺度での合成得点の平均値を求め

（Table７),対象×自己評価上下の２要因の分散分

析を下位尺度ごとに行った。その結果，「対人状況に

おける行動の諸特徴」ではγ交互作用についてＦ＝

3.22（p＜､05）と有意になった。多重比較の結果，

自己評価上位群では殆どの対象について下位群に比

べ低い値を示すが「いない.自分」と反応した者の

み下位群同様高い値を示すことが見いだされた｡｢関

考察

１．自己評価とＳＣＴ

重要な他者（significantothers）についての記述で

ある「心をうちあけられるのは」に関しては，上位

群の方が友人を心を打ち明ける対象とする者が多い

といえる結果を得た。また情緒状態についての項目

である「私の気分は」では自己評価上位群の方が｢安

定」または「良好」と反応し下位群では「不安定，

不良」を示す者が多いことが見いだされた。このこ

Table７ ＳＣＴで「心をうちあけるのは」に対しての反応ごとでの
対人関係尺度及び自我同一性得点の平均（上段）とＳＤ（下段）

対人状況における
行動の諸特徴

関係的自己意識内省的自己意識自我同一性

下位上位下位上位下位上位下位対象／自己評価上位

友人・親友 t＝3.12*＊４０．５６３２４．０００４９．２５０２１．２６９４６.56351.07739.625 

１５．４４９１２．２９６９．３２７１０．３２９６．８３１７．４０８5.097 

２５．０００ 

１５．３８２ 

Ｆ＝3.57＊ 

５０．２００ 

２１．２７７ 

Ｆ＝３．４６＊ 

２１．８８９ 

１２．９８５ 

２９．５００ 

３．５３６ 

ない.自分 t＝0．８９５１．０５６３４．４００４９．６１１３８．２００５１.２２２４１．６００３６２７８ 

１８．３２５１５．２７４１５．８３４１０．３５４１６．６１５８．８７７7.094 

その他

無回答

t＝5.38*＊５６．０００ 

１３．９１０ 

t＝２．４６＊５３．５５６ 

１３．２３０ 

4８．０００ 

４．１５３ 

４５．０００ 

８．４８５ 

3８．１１１ 

9.185 

39.333 

3.000 

2２．６６７ 

１２．６９８ 

２７．５００ 

２．１２１ 

51.667 

12.114 

43.556 

９．８３８ 

2０．５５６ 

９．３２９ 

２４．５００ 

１０．６０７ 

4６．４４４ 

１２．０６３ 

４４．５５６ 

１０．１６３ 

＊；ｐ＜、０５，＊*ｐ＜、０１註：対象間の多重比較はScheffe法によった
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とから自己評価の高い青年の方が，友人に対して深

い関わりを持ち，情緒的にも安定していると感じて

おり，精神的に問題の少ない状態といえる。

他者から見た客観的自己記述(｢私はよく人から｣）

については自己評価の上下間でのカテゴリ頻度に差

は見られなかったが，外見的特徴よりも他者からの

評価や具体的な対人関係（働きかけ）に関する記述

が多く見られた。これはRosenberg（1986）が指摘

するように児童期から青年期における対人場面およ

び自己への認知的変化が反映されたものと考えられ

る。

非現実的願望に関する項目である「もし生まれ変

わるなら」についても自己評価の上下での違いはみ

られなかった。（尚,統計的には有意とはならなかっ

たが，『現状肯定jが上位群に多く「異なる特性環境

希求』が下位群に多い傾向が見られ，自己評価の高

い者ほど現在の自分の環境を受容的に捉えていると

いえる。こうしたことはRogerｓ(1963）のいう十分

に機能している人間とも考えられる反面，現状に受

身的に満足してしまうといわれる現代青年の特徴を

反映しているともうけとれる)。

同じく願望についての項目である「できることな

ら」については，自己評価上下間でも，またカテゴ

リ間においても有意な差はみられなかった。尚下位

群では「転部・転科したい」という反応が２例ほど

みられたが上位群では皆無であり，ここでも自己評

価と現状への肯定受容が関連づけられる。また上位

群では「金持ちになりたい」という反応が目立ち，

金銭的な価値が重視される現代のわが国の社会1情勢

が，特に健康度の高い群に大きく反映されている。

自己意識に示されるような他者からの評価への認知

よりも，自分自身の行動や,情緒と結びついていると

言えよう。

３．自我同一性について

自我同一性得点については，自己評価と同一の方向

を持つことが確認され，井上（1981）の指摘と一致

する結果が得られた。また「心をうちあける対象が

ない」とした者がとりわけ低い得点を示していたこ

とからも，青年期における重要な他者の存在が自我

同一性確立に関して重要な役割を果たすことが見い

だされた。

全体的考察

以上の結果から，自己評価上位群の方が重要な他

者の存在や情緒状態などで安定を見せ，より精神的

に健康な状態にあることが追認された。岡田・永井

（1990）において指摘されるように大学生において

は自己評価が高い青年ほど対人恐'怖的傾向が小さい

関係にあることからみても，自己評価の高い青年が

対人関係において円滑に関係を持っていることが示

唆される。しかしこうした青年が，実は危機を経ず

健康な状態を維持したまま青年期を経る，いわゆる

早期完了型（foreclosure)青年ではないかとの疑問

も生じる。Marcia(1966）によれば，早期完了型青

年は危機を経験しない反面自己へのコミットメント

の表明はあり，不安が低く権威主義的であるなどの

特徴を持つとされている(杉原，1988)。病理的な傾

向という意味での青年期危機概念からすれば，本研

究における自己評価上位群も青年期における自我発

達課題を回避した形で一見健康な状態を維持してい

る群と考えることもできる。また千石（1991）は現

代青年の対人関係の特徴として,「お互いに心をうち

あけあう」といった友人関係に肯定しながらも，互

いのプライバシーに立ち入ることを避け甘えすぎず

自分を犠牲にしない，いわば表面的な関係での「う

ちあけあう」という傾向が見られるとしている。本

研究におけるＳＣＴへの反応もこれと同様の傾向が

示されていた場合，「心をうちあけられるのは友人」

という反応が必ずしも深い友人関係を指すとは言え

ない可能性も出てくる。こうした青年は他者との葛

藤が少ない分他者からの評価が低下することも少な

く，自己評価を高く維持しやすいとも考えられる。

しかし青年期の自我発達の危機や自我同一性混乱は

高校生期に最大に達し以後漸減するという指摘や

（松田･広瀬，１９８２；長尾1989)，高校生では自己評

２．選択対象と対人恐`筋的心性との関連

「Ｉ対人状況における行動の諸特徴｣においては，

心を打ち明ける重要な他者を認めない者は一様に高

い不安を示している。本尺度は，自己から他者に働

きかけて関係を結ぶ場面での全般的な不安感を示し

ており，心をうちあける対象のない者がこうした不

安感が高いのは妥当なことといえよう。

しかし他者から自己ヘの働きかけや感情に関する

不安感を示す「１１関係的自己意識」に関してはこ

うした対象選択による差が明確にならなかった。ま

た自分自身に対しての情緒の不安定性を測定する

「ⅡＩ内省的自己意識」ではやはり「心をうちあけ

られる｣対象をいないとした者が高い不安感を示して

おり，重要な他者を持たない青年の問題'性が現れて

いる。以上のように「重要な他者」の有無は関係的
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価の上下に関わらず高い対人恐｣怖傾向を示すが，大

学生においては自己評価の低い群程高い病理性を示

している（岡田・永井，1990）といった点，また自

己評価上位群がより高い自我同一性得点を示したこ

とからみても，彼らがすでに危機状態を脱し自我同

一性を確立した安定群とみる方が妥当と考えられ

る。

次に，重要な他者との関連については，「心をうち

あける」相手がいないとする青年において一貫して

高い対人恐怖的傾向や低い自我同一性がみられた。

彼らは「対象がいない」ことを明記できる点からみ

てある程度対人拒否的な面を持つと考えられる。青

年期の初期段階（大学生以前）において重要な他者

との関係を形成できなかった者が，それを大学生期

にまで持ち越した場合，対人関係や自我状態の全般

的な不具合となって現れている可能性が示唆され

る。しかしこれらは「いない」と答えた者の相対的

な不健康さによるものであり，「友人｣を選択した者

が取りわけ良好な結果を示したとはいい難い。よっ

て，友人との緊密な関係が自我発達に寄与するとい

うよりは，対人関係の拒否による問題が大きな影響

をもつと考えられる。
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